
   会員の皆さん、今年は⺒年です。
   私たちの仲間にも、男性39名・ 女性23名、 計62名の年男・年女の
   会員さんがいらっしゃいます。

     昭和16年生まれ(84才) 12名(男性   8名  女性   4名)
     昭和28年生まれ(72才) 50名(男性  31名 女性  19名)

第一線で活躍されてきた会員の皆様が、第二の人生で新しい目標を持ち、
また新しい仲間と共に様々な仕事に取り組まれ、頑張っておられます。
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第 87 号
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広報委員会

(前年同月数)

会員数 636名（612名）

男性 375名（367名）

女性 261名（245名）

 会員の皆さん!! 今年も元気に楽しい日々を送りましょう。

女性委員会小物つくりのお知らせ、クリーンデーのお知らせ

女性委員会各種講習会の報告、広報委員会スーパー広報活動報告

タオル寄贈＆カンカンBOOK回収のお願い、備品点検のお知らせ、友の会研修旅行中止のお詫び
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令和７年 年男・年女会員のご紹介
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春のクリーンデーのお知らせ

女性委員会 小物つくりのお知らせ

清々しい春空の下でシルバー会員の皆さんと親睦を深めながら

楽しくウオーキング気分で参加しませんか♪

『さるぼぼ作
り』南天の枝の上に小さな「さるぼぼ(飛騨の方言で猿の赤ちゃん)」が9匹乗っている

ということで『難を転じて苦が去る』という縁起の良い置物です。
１人９匹のお猿さんを作ります。

苦（9匹） 難（南天） 去る（猿）

日 時： ３月１９日(水)
時 間： ９:３０〜１１:００
会 場： 燕勤労者総合福祉センター ２階 視聴覚室
参 加 費： ３００円(当日徴収）
定 員： １０名(先着順）
対 象： 会員・会員外(燕市在住の６０歳以上の方)
持 ち 物： 縫い針 (手縫い用)、糸切ばさみ、

作品を持ち帰る袋、老眼鏡
申込締切： ３月５日(水)

（拡大）

日 時： ３月２７日(木)
時 間： ９:００〜１時間程度
集合場所： シルバー人材センター事務所前
実施場所： 大曲河川公園付近
持 ち 物： マスク、軍手、トング
申込締切： ３月１４日(金)

申込み・問合せ先 ０２５６-６４-２４８３(事務局)



 １０月２４日(木）市内スーパーの店頭において、広報活動の一環として入会案内等の
配布を行いました。

原信燕店  
 花の種を配ることで今までと比べ、より関心を持ってもらい、
若い方から年配の方まで皆さん、笑顔で受け取って頂けました。
シルバーの活動をもっと知って頂けたら幸いです。

原信吉田店  
 配布開始当日は晴れてシルバーデーとも重なり、年配客も多く
来店していました。手渡し時に花の種の説明を求められ、話すきっか
けとなり、好感触が得られました。
また現在シルバー会員の方も来店され、労いの言葉もかけて頂き
とても充実した活動でした。

マルイ分水店  
 今回はティッシュペーパーの他に花の種もあり、声掛けしながら渡しました。
特に女性の方から多く受け取って頂きました。

（３）

女性委員会 各種講習会の報告

★絵手紙を楽しむ会 １２月１６日（月） 参加者１０名
多田キミイ会員を講師に迎えて、最初に半紙に線・丸・文字等を

描く練習から始まり、その後持ち寄った題材をもとに絵手紙を描き
ました。皆さん、集中しながら和気あいあいと進めました。
出来た作品に落款を押して完成です。
一⼈が２〜３枚書いて皆さんで作品を
鑑賞し、最後に茶話会をして終了しました。
これからも継続を宜しくお願いします。

★⼲⽀（⺒）⼩物作り １１月１４日（木） 参加者９名
古澤敏代会員が講師をしてくださいました。ちりめん布のため、

裏表に布を合わせ、全て本返し縫いで縫っていくことが大変でした。
参加された方々は手際よく早く進められ、終了時間にはほとんど縫い
終わり、あとは目や下に飾りを付けるだけとなりました。講師より細
かい飾り等の付け方を教えて頂き、家に持ち帰ったり、その場で仕上
げたりしました。
会員の皆さまにとって、実(⺒)のある良い一年になりますようにお祈り申し上げます。

広報委員会 スーパー広報活動報告



◎タオル寄贈

◎カンカンBOOK

（４）

※センターの備品をお持ちの会員さんへ
皆様の使用しているセンターの備品を、春先から使用できる様点検整備を行います。
センターの備品をお持ちの会員さんは２月７日（金）までにセンターに戻して
下さい。
・刈払機・チェンソー・噴霧器・三脚

友の会研修旅行中止のお詫び

備品点検のお知らせ

当センターでは、ボランティア活動の一環として、年間を通じてタオル寄贈を
受け付けています。皆様から寄せられた善意のタオルは福祉施設等へ寄贈させて
いただいております。新しいタオルだけでなく、
洗濯済みのタオルがご家庭に眠っておりましたら、
ぜひ当センター事務室へご持参ください。

タオル寄贈・カンカンBOOK回収のお願い

２年前から始めましたカンカンBOOK。昨年は事務所が移転していたことも
あり、お忘れの方もいらっしゃると思います。
空き缶が子供たちの本に生まれ変わります。個々の力が大きな力に変わります。
ぜひ会員皆さまのご協力をお願いいたします。
年間を通じて受け付けておりますので、当センター
事務室へご持参ください。
前回は47.1㎏を寄付しました。

１０月５日、６日開催予定の「友の会 研修旅行 ⽴⼭・⿊部アルペンルート」につき
まして、友の会とホテル側との日程の確認不足により研修旅行が中止となりました。
研修旅行に申し込まれた方々、また関係者の方々に多大なるご迷惑をおかけいたしまし
て深くお詫びいたします。
申し込みをされました２５名の方に謝罪とご意見をいただき、返金もしくは代替案の計
画をいたしました。代替案につきましては１２月１日、２日に「湯田上温泉旅館初音」を
実施いたしました。
今後、このようなことが起こらないよう旅行会社への委託といった方法を検討していく
所存です。今後とも燕市シルバー友の会につきまして変わらぬご支援の程、どうぞよろし
くお願いいたします。


